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委
員　
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委
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谷
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康
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調
査
事
項
・
調
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意
見

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

は
、
平
成
27
年
度
に
制
度
改
正

が
な
さ
れ
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
の
入
所
要
件
、
施
設
利
用

者
の
負
担
限
度
額
な
ど
の
見
直

し
、
さ
ら
に
は
、
要
支
援
１
・

２
の
方
の
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）
や
通
所
介

護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
が
、
市

町
村
が
行
う
地
域
支
援
事
業
へ

移
行
さ
れ
る
な
ど
大
き
く
改
正

さ
れ
て
き
て
い
る
。

　

特
に
、
地
域
支
援
事
業
に
お

け
る
認
知
症
問
題
は
、
国
の
推

計
で
は
、
認
知
症
高
齢
者
の
数

は
、
２
０
１
２
年
で
４
６
２
万

人
、
２
０
２
５
年
に
は
約

７
０
０
万
人
、
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
約
５
人
に
１
人
が
達
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

認
知
症
は
、
誰
も
が
関
わ
る

可
能
性
の
あ
る
身
近
な
病
気
で

あ
り
、
当
町
に
お
い
て
も
認
知

症
問
題
に
か
か
る
施
策

に
お
い
て
、
認
知
症
の

方
の
介
護
者
の
負
担
軽

減
を
図
る
「
認
知
症
カ

フ
ェ
」
の
設
置
や
地
域

で
認
知
症
の
方
と
そ
の

家
族
を
見
守
る
応
援
者

を
養
成
す
る
「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」
な
ど
の
事
業
を
展

開
し
て
い
る
が
「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」
に
つ
い
て
は
、
町

内
会
や
小
学
校
で
も
実

施
し
て
い
く
よ
う
で
あ

る
が
、
町
全
体
で
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

よ
り
効
果
的
に
事
業
推
進
が
図

ら
れ
る
よ
う
各
種
団
体
、
さ
ら

に
は
、
中
学
校
、
高
校
に
お
い

て
も
実
施
で
き
る
よ
う
進
め
ら

れ
た
い
。

　

ま
た
、
認
知
症
患
者
に
つ
い

て
は
、
家
族
一
人
で
介
護
し
て

い
る
現
状
も
あ
り
、
さ
ら
に
は
、

患
者
数
も
増
え
て
い
く
中
で
、

こ
れ
ま
で
も
、
当
町
に
お
け
る

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
建
設
に
つ

い
て
、
議
会
の
中
で
も
議
論
さ

れ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

認
知
症
の
患
者
数
の
実
態
把
握

に
努
め
な
が
ら
、
そ
の
必
要
性

に
つ
い
て
十
分
検
討
願
い
た
い
。

地域で見守る認知症サポーター養成講座

経済民生常任委員会所管事務調査の様子



1

第1回定例会の概要委員会活動のレポート
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員
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員
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花
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子
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五
十
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峰
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委
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松
井　

盛
泰

　

委
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五
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委
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康
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調
査
事
項
・
調
査
意
見

各
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
の
現
状
に
つ
い
て

　

各
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
の
推
進
状
況
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
様
々
な
工
夫
を
し
な

が
ら
指
導
上
の
目
標
を
た
て
て
、

実
践
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

現
地
調
査
を
行
な
っ
た
各
小

学
校
に
お
い
て
は
、
湯
ノ
里
小

学
校
が
町
内
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に

お
け
る
拠
点
校
と
し
て
先
行
的

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
整
備
し
て
き

た
経
過
も
あ
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

に
関
し
て
は
児
童
数
15
名
を
上

回
る
17
台
（
１
１
３
％
）
が
整

備
さ
れ
て
い
る
が
、
一
方
、
涌

元
小
学
校
で
は
児
童
数
27
名
に

対
し
10
台
（
37
％
）、
知
内
小

学
校
に
お
い
て
は
、
児
童
数

１
５
６
名
に
対
し
42
台（
27
％
）

の
台
数
と
な
っ
て
お
り
、
学
校

間
で
整
備
状
況
の
格
差
が
感
じ

ら
れ
た
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
に
関
し

て
は
、
機
器
の
整
備
環
境
に
よ

り
町
内
の
小
学
校
間
で
児
童
の

習
得
度
合
に
格
差
が
生
ま
れ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、
児
童
全
員

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
配
備
さ
れ
る

よ
う
に
望
む
も
の
で
あ
り
、
中

学
校
へ
の
入
学
時
に
は
全
員
が

同
程
度
の
ス
キ
ル
を
有
し
て
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
の
実
践
が
さ
れ
る
体

制
の
構
築
が
重
要
で
、
さ
ら
に

は
機
器
整
備
の
み
な
ら
ず
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
を
指
導
す
る

教
員
の
指
導
ス
キ
ル
の

均
一
化
を
目
的
と
し
た

有
料
ア
プ
リ
の
導
入
や

合
同
研
修
会
の
実
施
な

ど
も
、
各
学
校
間
に
お

け
る
教
育
環
境
の
平
準

化
に
は
必
要
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
高
等
学
校
に

つ
い
て
は
、
町
内
の
学

校
で
唯
一
、
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
環
境
が
整
備
さ
れ
て

お
ら
ず
、
ま
た
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
台
数
も
生
徒

数
に
対
し
不
足
し
て
お

り
、
活
用
も
限
定
的
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
他

の
周
辺
機
器
も
含
め
た
ハ
ー
ド

整
備
は
、
来
年
度
か
ら
の
全
国

を
対
象
と
し
た
生
徒
募
集
の
こ

と
を
考
え
る
と
早
急
に
整
備
を

す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
る
。

　

今
後
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

に
関
し
て
は
、
計
画
的
な
整
備

が
必
要
と
考
え
、
積
極
的
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
を
実
施

し
て
い
る
学
校
も
あ
る
が
、
一

部
の
学
校
の
み
実
現
が
可
能
な

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
想
定
す
る
の
で

は
な
く
、
全
て
の
学
校
に
お
い

て
同
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
想
定

し
、
早
急
に
児
童
生
徒
数
に
見

合
う
整
備
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

総務文教常任委員会所管事務調査の様子

現地調査では各小学校の ICT教育を視察
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